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	DNA の核マトリックスまたは足場関連領域に結合します。二本鎖 DNA の糖リン酸構造を認識すると考えられています。DNA のマトリックス付着領域 (MAR) に結合し、局所的なクロマチンループリモデリングを誘導することで、核遺伝子発現を制御する転写因子です。いくつかのクロマチンリモデリング酵素のドッキングサイトとして機能し、コリプレッサー (HDAC) またはコアクチベーター (HAT) をプロモーターやエンハンサーに直接リクルートします。DNA の核マトリックスまたは足場関連領域に結合します。二本鎖 DNA の糖リン酸構造を認識すると考えられています。DNA のマトリックス付着領域 (MAR) に結合し、局所的なクロマチンループリモデリングを誘導することで、核遺伝子発現を制御する転写因子です。いくつかのクロマチンリモデリング酵素のドッキングサイトとして機能し、コリプレッサー (HDAC) またはコアクチベーター (HAT) をプロモーターやエンハンサーに直接リクルートします。上層ニューロン（UL1）特異的遺伝子プログラムの開始、および深層ニューロン（DL）およびUL2特異的遺伝子の不活性化に必要であり、おそらくBCL11Bの発現を調節することにより行われる。Ctip2のリプレッサーであり、発達中の大脳皮質における皮質間結合の調節因子である。口蓋形成において重要な役割を果たす可能性がある。骨格発達および骨芽細胞分化を制御する転写ネットワークにおいて分子ノードとして機能する。
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	Saos-2 細胞溶解物中の SATB2 発現のウェスタン ブロット分析。

